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　今後は、市内53ヶ所設置している介護予防センターの介護予防事業及び地域支援活動において、当該事業により完成した転倒
骨折予防の普及啓発用品(パンフレット、ビデオ等）を活用し、地域における転倒骨折予防の普及啓発を実施していくため、この事
業は当初予定どおり終了とする。
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転倒骨折予防推進ネットワーク事業

保健福祉局保健福祉部介護保険課　三井　（211-2547）

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

事

業

内

容

平成16年度
　・転倒予防教室の実施
平成17年度～平成18年度
　・転倒骨折予防推進協議会の設置、指導者研修の
実施
　・啓発パンフレットの配布等転倒骨折予防の普及啓
発
　・転倒予防教室の実施

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞　高齢者が要介護状態になる大きな要因である転倒骨折を予防し、生
活機能の低下を防ぐとともに、生活の質の向上を図る。
１　転倒予防指針の策定のための転倒骨折予防推進協議会の設置
２　高齢者の転倒リスクの自己診断（アセスメント）の普及
３　転倒予防に対する理解の普及啓発
４　転倒予防筋力トレーニング事業等の効果的な推進
５　転倒予防環境整備（メディア等の活用）

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
○　在宅介護支援センターにおいて転倒予防教室の実施
　　　（400回、5,118名の参加）

○　在宅介護支援センターにおいて転倒予防教室の実施
　　（462回、6,436名の参加）

○　転倒骨折予防推進会議の設置、開催
  ・　転倒骨折予防テキストの検討
　・　札幌市の高齢者への運動機能向上にかかる事業の検討
　・　普及・啓発方法の検討
　　（全体会議２回、ワーキング会議２回）

○　指導者研修の実施
　　（10回、参加者132名）

○　転倒骨折予防テキスト、転倒予防体操普及ビデオ・ＤＶＤ
の作成
　　（テキスト10,000部、ビデオ３００本、ＤＶＤ30枚）

平 成 18 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ）
○　転倒骨折予防推進会議の開催
　・　転倒骨折予防テキスト普及版の検討
　・　札幌市における運動器の介護予防事業の推進のための
方策検討
　・　医療とのネットワークのあり方の整理（各種制度の活用）
　　(全体会議１回、ワーキング会議４回）
○　運動機能向上に関する指導者研修の実施
　　（６回、参加者220名）
○　転倒骨折予防普及啓発版パンフレットの作成　60,000部
○　介護予防センターにおいて運動機能に関する介護予防事
業（教室、研修等）の実施
　　（1,529回）
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評    価　(　成　果　）

課    題

　運動機能に関する専門職等による転倒骨折予防推進会議
において平成17年度に作成した転倒骨折予防テキストをもと
に、一般の高齢者への運動機能に関する介護予防の普及啓
発用パンフレットを作成。当該パンフレットは、介護予防の普及
啓発だけではなく、運動機能低下の危険性を把握できる内容
項目を盛り込み、必要な支援に結び付けていけるようなものと
なっている。
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［16年度］
転倒予防教室は在宅介護支援センターに委託して実施しており、予定実施回数576回に対して、実施は400回と約7割の実施率で
あった。
［17年度］
転倒予防教室は、在宅介護支援センターに委託して実施しており、予定実施回数576回に対して、実施は462回と約8割の実施率
であった。
［18年度］
制度改正に伴い、17年度に終了した在宅介護支援センター運営事業に代わり、当該事業を再編する形で地域における介護予防を
進めるための拠点として市内53ヶ所の介護予防センターを設置。
介護予防センターは、介護予防の普及啓発および地域の介護予防活動の支援が主な役割であり、これらの活動の中で、運動機能
向上に関する介護予防を盛り込んでいる。
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在宅介護支援センター運営事業＜転倒予防教室分＞（一部） 経常 枠内

在宅介護支援センター運営事業＜転倒予防教室分＞（一部） 経常 枠内

転倒骨折予防推進ネットワーク事業 臨時 枠内
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